
2005年出上の木簡
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内
容
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る
≦

ｏ解

①
は
右
辺
と
下
端
削
り
、
上
端
折
れ
、
左
辺
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。
墨
痕

が
二
文
字
分
認
め
ら
れ
る
が
、
左
辺
の
切
断
に
よ
つ
て
右
半
分
し
か
残
存
し
な

い
た
め
、
判
読
で
き
な
い
。
二
文
字
目
は
草
冠
の
一
部
と
そ
の
下
に

「
口
」
を

二
つ
重
ね
た
線
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
②
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両

辺
削
り
で
あ
る
。
墨
痕
が

一
文
字
分
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
「
０
は
上
端
が
斜

め
に
折
れ
、
下
端
も
折
れ
、
左
右
両
辺
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。
右
上
か
ら
左

下
に
は
ら
っ
た
墨
線
が
三
本
あ
る
が
、
右
半
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
判

読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
学
府
史
跡
昭
和
六
〇
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九

八
六
年
）

（酒
井
芳
司
）

西
海
道
古
代
官
衛
研
究
会
編

『西
海
道
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
の
刊
行

本
書
は
、
西
海
道
地
域
出
上
の
墨
書
土
器

（刻
書
土
器
な
ど
も
含
む
）
を

一
覧
で
き
る
便
利
な
資
料
集
で
あ
る
。
九
州
に
お
い
て
幅
広
い
参
加
者
を

得
て
活
動
を
続
け
、
本
年
九
月

一
五
・
一
六
両
日
に
開
催
し
た
九
州
特
別

研
究
集
会
の
後
援
団
体
と
し
て
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
西
海
道
古
代
官

衛
研
究
会
が
、
特
別
研
究
集
会
を
契
機
に
編
集

・
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
単
位
で
、
県

・
市
町
村

・
遺
跡
名

。
（調
査
）
次
数

。
（出
土
）
遺

構

・
土
層

・
種
別

（墨
書
か
刻
書
か
な
ど
）
・
対
象
物

（須
恵
器
・
土
師
器
・

瓦
な
ど
▼

器
形

・
世
紀

・
時
代

。
文
字
種

（釈
文
ド

備
考

・
文
献
の
各

一

項
目
を
表
の
形
で
列
記
し
、
遺
跡
ご
と
に
主
要
な
も
の
の
図
版
を
掲
載
し

て
い
る
。
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四
頁
。
頒
価

一
五
七
五
円

（税
込
）

お
問
い
合
わ
せ
。
お
求
め
は
、
左
記
ま
で
。
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